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日
時　

６
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

岩
井
浩
治
氏
（
耳
鼻
咽
喉
科
岩
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、

　
　
　

会
員
院
所
未
入
会
勤
務
医
１
万
円

定
員　

80
人

主
催　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会

あ
な
た
も
『
隠
れ
難
聴
!?
』
難
聴
が
ま
ね
く
認
知
症

（
耳
鼻
咽
喉
科
の
立
場
か
ら
）

保
険
で
よ
い
歯
科
大
阪
連
絡
会　

市
民
講
座

日
時　

５
月
28
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
・
21
階

　
　
　

（
大
阪
府
大
阪
市
浪
速
区
湊
町
１
丁
目
２
―
３
）

講
師　

 

斎
藤
一
郎
氏
（
鶴
見
大
学
歯
学
部
前
教
授
、
抗
加
齢

歯
科
医
学
研
究
会
・
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
研
究
会
代
表
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、

　
　
　

会
員
院
所
未
入
会
勤
務
医
１
万
円

定
員　

１
２
０
人

抗
加
齢
（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）
医
学
の
最
前
線

第
56
回
定
期
総
会　

記
念
講
演

日
時　

 

５
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
７
時

会
場　

 

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員　

80
人

持
参
物 

『
絵
で
見
る
色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感
染
防
止
対

策
』

※
遅
刻
・
早
退
さ
れ
る
と
修
了
証
は
発
行
で
き
ま
せ
ん

歯
初
診
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

施
設
基
準
研
修
会

日
時　

５
月
13
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員　

80
人

持
参
物 

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト

２
０
２
１
年
２
月
版
』

※
歯
初
診
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会
（
18
時
30
分
）
も
併

せ
て
受
講
可
能
で
す

新
規
個
別
指
導
対
策
講
習
会

日
時　

４
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

牛
窪
敏
博
氏
（
Ｕ
，ｚ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

保
険
の
エ
ン
ド
を
極
め
る

４
月
度
生
涯
研
修

無料相談

税
務　

４
月
19
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

雇
用　

４
月
20
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

法
律　

５
月
８
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

る
か
、
そ
れ
は
予
想
が
つ
か

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
平
時

で
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な

異
常
事
態
が
起
こ
る
可
能
性

は
今
後
も
続
く
の
で
あ
る
。

　

国
政
、
府
政
に
は
、
異
常

事
態
を
想
定
し
て
事
前
に
対

応
す
る
こ
と
を
求
め
た
い
。

ど
の
分
野
に
ど
れ
く
ら
い
の

予
算
を
配
分
す
る
か
を
決
定

で
き
る
の
は
国
で
あ
り
、
地

方
自
治
体
だ
。
保
健
所
の
数

や
職
員
数
、
病
床
数
も
そ
う

だ
。
特
に
大
阪
で
起
こ
っ
た

に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
と
同
じ
よ
う
な
状

況
は
今
後
も
起
こ
り
う
る
。

ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
か
細
菌
で

あ
る
か
、
あ
る
い
は
我
々
人

類
が
作
り
上
げ
る
核
兵
器
な

ど
の
戦
争
に
よ
る
も
の
で
あ

　

よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
が
終

わ
り
に
近
づ
き
、
人
と
人
と

の
か
か
わ
り
方
が
コ
ロ
ナ
禍

前
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
る
。

経
済
の
活
性
化
も
期
待
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
い
よ
い
よ

普
段
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う

　

10
月
か
ら
始
ま
る
イ
ン
ボ
イ
ス

（
適
格
請
求
書
）
制
度
に
お
い

て
、
歯
科
医
療
機
関
は
ど
の
よ
う

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
今

回
は
サ
ー
ビ
ス
の
売
り
手
側
の
視

点
で
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
の
要
否
を

解
説
す
る
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
は
サ
ー
ビ
ス
の
売

者
の
た
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
歯

科
医
療
機
関
が
売
り
手
と
な
っ
て

事
業
者
と
取
引
す
る
ケ
ー
ス
で
多

い
の
は
、
撤
去
冠
な
ど
の
金
属
片

売
却
が
あ
る
。
金
属
回
収
業
者
は

「
古
物
商
特
例
」
に
よ
っ
て
イ
ン

ボ
イ
ス
が
な
く
て
も
仕
入
れ
税
額

あ
っ
て
も
消
費
税
の
納
付
義
務
が

生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
仮
に
取
引

先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
を
求

め
ら
れ
て
も
安
易
に
登
録
せ
ず
、

消
費
税
を
納
税
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト

を
十
分
に
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。
次
回
は
サ
ー
ビ
ス
の
買
い
手

側
の
視
点
で
解
説
す
る
。

り
手
が
消
費
税
の
適
用
税

率
や
税
額
な
ど
を
伝
え
る

も
の
で
、
買
い
手
（
事
業

者
）
が
申
告
で
「
仕
入
れ

税
額
控
除
」
を
使
う
際
に

必
要
に
な
る
。
歯
科
医
療

機
関
が
売
り
手
と
な
っ
た

場
合
、
取
引
相
手
（
買
い

手
）
の
中
心
は
個
人
の
患

か
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
歯

科
医
療
機
関
に
と
っ
て
は

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る

機
会
も
必
要
性
も
な
い
と

い
え
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
の

発
行
は
事
前
に
登
録
し
た

事
業
者
に
限
ら
れ
、
登
録

す
れ
ば
課
税
売
上
が
１
千

万
円
以
下
の
免
税
対
象
で

控
除
を
適
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

そ
れ
で
は
歯
科
医
療
機
関
が
イ

ン
ボ
イ
ス
を
求
め
ら
れ
る
の
は
ど

の
よ
う
な
場
合
か
。
例
え
ば
法
人

へ
の
歯
ブ
ラ
シ
販
売
や
企
業
健
診

な
ど
、
ご
く
限
ら
れ
た
ケ
ー
ス
し

コ
ロ
ナ
感
染
死
亡
者
数
ワ
ー

ス
ト
１
は
、
な
ん
と
し
て
も

返
上
し
た
い
。

　

大
阪
府
政
に
は
様
々
な
状

況
を
想
定
し
一
歩
先
を
読
む

自
治
体
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　

こ
の
春
に
向
け
た
府
知
事

選
挙
、
統
一
地
方
選
挙
で

も
、
平
時
か
ら
異
常
事
態
を

想
定
し
て
備
え
ら
れ
る
自
治

体
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

視
点
も
持
っ
て
臨
ん
で
い
き

た
い
。

備
え
ら
れ
る
府
政
を

発行の必要性
ほとんどない

華
山
り
え
（
吹
田
市
）

経営の視点シリーズ 経営の視点 インボイス②

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

方
針
・
役
員
体
制
を
承
認

各
地
区
総
会

大
阪
市
南
部
地
区

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
３
月

19
日
に
総
会
を
開
き
、
22
年

度
の
活
動
ま
と
め
と
23
年
度

活
動
方
針
お
よ
び
役
員
体

制
、

22
年
度
決
算
見
込
み

と
、
23
年
度
予
算
を
採
決
し

　

根
管
治
療
は
保
険
診
療
で

行
う
の
が
基
本
で
あ
る
。
し

か
し
保
険
診
療
と
い
う
限
ら

れ
た
環
境
の
中
、
何
が
正
し

く
て
・
ど
の
よ
う
に
す
る
と

問
題
解
決
で
き
る
の
か
答
え

を
見
出
せ
な
く
な
り
な
が

ら
、
日
々
臨
床
を
実
践
し
て

い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
主
訴
に
耳
を
傾
け
検
査

・
診
断
・
治
療
方
針
決
定
の

流
れ
も
わ
か
っ
て
い
る
よ
う

で
も
出
来
て
い
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
湾
曲
根
管
は
形
成

し
て
も
直
線
化
す
る
・
作
業

長
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る

の
か
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で

実
は
出
来
て
い
な
い
・
根
管

充
填
は
満
足
の
い
く
も
の
で

は
な
い
が
時
間
の
関
係
上
妥

協
す
る
こ
と
が
多
い
、
と
い

っ
た
現
実
が
起
き
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
保
険
診
療
だ
か

ら
仕
方
が
な
い
と
諦
め
て
い

る
こ
と
も
、
少
し
考
え
方
を

変
え
る
こ
と
に
よ
り
出
来
る

こ
と
も
あ
る
。
や
は
り
大
き

な
問
題
は
、
時
間
と
コ
ス
ト

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
価

な
器
具
や
材
料
の
使
用
に
よ

り
、
常
に
良
好
な
結
果
が
得

ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
い

く
ら
素
晴
ら
し
い
結
果
を
も

た
ら
す
材
料
で
あ
っ
て
も
、

う
ま
く
使
用
し
な
い
と
良
い

結
果
を
導
く
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
最
新
が
最
良
と
も

限
ら
な
い
し
、
小
さ
な
設
備

投
資
で
も
大
き
な
設
備
投
資

に
匹
敵
す
る
場
合
も
あ
る
。

本
講
演
会
で
は
、
保
険
診
療

で
出
来
る
こ
と
・
避
け
た
方

が
良
い
こ
と
を
提
示
し
、
効

率
的
に
根
管
治
療
を
実
践
す

る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
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か
を
解
説
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
考
え
る
。

 

（
協
会
行
事
案
内
参
照
）

た
。
22
年
度
に
取
り
組
ん
だ

「
保
険
証
廃
止
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
導
入
義
務
化
撤

回
等
を
求
め
る
会
員
署
名
」

で
は
２
割
を
超
え
る
会
員

（
協
力
率
24
・
５
％
、
１
０

７
人
）
か
ら
協
力
を
得
た
。

訪
問
活
動
を
通
し
て
、
地
区

会
員
の
声
を
取
り
入
れ
な
が

ら
講
習
会
や
歯
科
保
険
医
療

を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
を

進
め
る
な
ど
の
活
動
方
針
を

確
認
し
た
。

大
阪
市
西
部
地
区

　

大
阪
市
西
部
地
区
・
南
部

地
区
は
合
同
で
３
月
19
日
、

木
ノ
本
喜
史
氏
（
吹
田
市
開

業
）
を
講
師
に
、
総
会
記
念

講
演
会
「
歯
内
療
法
を
行
う

た
め
の
絶
対
条
件
『
感
染
制

御
』」
を
開
き
、
31
人
が
参

加
し
た
。
木
ノ
本
氏
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
を
す
る
機

会
が
多
く
、
開
口
度
の
少
な

い
人
や
口
の
あ
き
に
く
い
人

が
増
え
て
い
る
と
し
て
、
治

療
前
に
行
う
下
顎
の
理
学
療

法
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
保

存
学
会
が
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
製
剤
を
根
管
治
療
時
に

使
用
す
る
際
の
危
険
性
を
訴

え
て
い
る
提
言
に
触
れ
、
一

般
臨
床
医
に
注
意
を
促
し

た
。

北
大
阪
地
区

　

北
大
阪
地
区
は
３
月
18

日
、
吹
田
市
内
で
総
会
を
開

催
。
34
人
が
参
加
し
た
。
協

会
か
ら
冨
本
昌
之
副
理
事
長

が
挨
拶
し
、
府
知
事
選
を
カ

ジ
ノ
よ
り
医
療
・
福
祉
・
暮

ら
し
へ
と
転
換
す
る
機
会
に

し
よ
う
と
訴
え
た
。
平
川
光

彦
地
区
責
任
者
が
次
期
活
動

方
針
、
役
員
体
制
な
ど
を
提

案
、
採
択
さ
れ
た
。

　

後
半
は
、
済
生
会
千
里
病

院
口
腔
外
科
部
長
の
金
﨑
朋

彦
氏
か
ら
「
口
腔
粘
膜
疾
患

に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
が

あ
っ
た
。北

河
内
地
区

　

北
河
内
地
区
総
会
が
３
月

18
日
に
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
で
開
か

れ
、
中
田
正
之
地
区
責
任
者

を
は
じ
め
と
す
る
次
期
役
員

体
制
や
決
算
・

予
算
、
総

括
、
活
動
方
針
な
ど
議
案
を

採
決
し
た
。

　

総
会
後
、
記
念
講
演
と
し

て
、「
一
般
開
業
医
が
行

う
、
歯
列
不
正
予
防
」
を
開

催
し
20
人
が
参
加
し
た
。
畑

崎
清
孝
氏
（
堺
市
）
が
講
師

を
務
め
、
小
児
口
腔
機
能
発

達
不
全
症
の
診
断
や
具
体
的

な
機
能
訓
練
な
ど
、
自
院
で

の
実
践
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
た
。

保
険
の
エ
ン
ド
を
極
め
る

牛
窪
敏
博
氏
（
Ｕ
，ｚ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

４
月
度
生
涯
研
修
抄
録


